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議
会
か
ら
要
望
書
を
提
出
　
　
12
月
13
日

　
長
引
く
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
多
大
な
影
響

が
お
よ
ん
で
お
り
、
迅
速
な
生
活
支
援
対
策
を
講
じ
る
事
や
幹

線
道
路
の
危
険
箇
所
の
調
査
お
よ
び
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
総

合
的
な
取
り
組
み
な
ど
喫
緊
の
課
題
解
決
が
求
め
ら
れ
る
。
令

和
６
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
施
策
を

講
じ
る
こ
と
を
議
会
か
ら
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　
　
記

１　

�

子
育
て
世
帯
保
護
者
の
負
担
軽
減
策
を
拡
充
す
る
こ
と
。

２　

�

高
齢
者
の
経
済
負
担
軽
減
策
を
拡
充
す
る
こ
と
。

３　
�

幹
線
道
路
の
防
災
点
検
を
早
期
に
実
施
し
、
安
全
確
保
を

図
る
こ
と
。

４　

�
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
、
人
的
対
応
、
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、健
や

か
に
令
和
６
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、議
会
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

元
日
早
々
に
最
大
震
度
７
を
観
測
し
た
能

登
半
島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
申
し
上
げ
、被
災
さ

れ
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、私
た
ち
議
員
は
、任
期
を
本
年
12
月

に
迎
え
ま
す
。
残
り
任
期
を
住
民
福
祉
の
向

上
や
生
活
の
安
定
と
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
、様
々
な
施
策
の
実
現
に
向
け
、

議
会
活
動
に
精
進
し
て
い
く
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
が
、安
心
・
安
全
で
暮
ら
せ
る
町

と
な
り
、ま
た
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
、ご
繁
栄

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

12
月
定
例
会
の
開
会

12
月
議
会
は
、12
月
６
日

か
ら
13
日
ま
で
の
会
期
で

開
か
れ
、令
和
５
年
度
一
般

会
計
と
各
特
別
会
計
な
ど

の
補
正
予
算
を
含
め
、24
議

案
を
慎
重
審
議
し
、す
べ
て

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
９
人
の

議
員
が
町
長・教
育
長
に
行

政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
質

（
た
だ
）し
ま
し
た
。

神石高原町議会

議長　橋
はし

本
もと

  輝
てる

久
ひさ

新年のご挨拶住民福祉住民福祉のの向上  向上  にに邁進邁進
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最
先
端
の
乳
用
牛
牧
場
を
視
察（
11
月
13
日
）

　

切
田
養
鶏
場
跡
地
に
㈱
じ
ん
せ
き
高
原
牧
場
の
第
1
号
牛
舎

が
新
設
。
将
来
的
に
は
全
体
で
１
５
０
０
頭
の
飼
育
を
予
定
し

て
い
る
。
給
餌
や
搾
乳
、
糞
尿
処
理
は
最
新
の
機
器
を
導
入
し
、

食
べ
残
し
の
餌
も
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
処
理
す
る
。
飼
料
は
輸
入
や

町
外
か
ら
購
入
し
て
い
る
が
飼
料
価
格
も
高
騰
し
て
お
り
、
町

内
で
確
保
し
た
い
と
の
意
向
だ
。
飼
料
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
飼

料
稲
を
地
元
農
家
で
生
産
す
る
こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
の
防
止
、

農
地
の
保
全
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
糞
尿
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
へ
の
活
用
も
考

え
ら
れ
る
。

認
定
こ
ど
も
園 

ど
ん
ぐ
り
幼
稚
園
を
視
察（
10
月
17
日
）

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
新
園
舎
で
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
ど
ん
ぐ
り
幼
稚
園
を
視
察
し
た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
一
つ
の
施
設
で
教
育（
幼
稚
園
）と

保
育（
保
育
園
）が
行
わ
れ
る
施
設
で
あ
る
。
朝
の
お
祈
り
の

様
子
や
、
は
き
は
き
し
た
あ
い
さ
つ
、
園
長
先
生
の
お
話
を

聞
く
お
行
儀
の
良
さ
な
ど
、
特
色
あ
る
教
育
の
実
情
を
視
察

し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

常任委員会報告

住民福祉住民福祉のの向上  向上  にに邁進邁進

保護者からも好評で多くの園児が町内外から通園している。
町内唯一の認定こども園として今後も期待したい。

地域農業と連携し、飼料作物の生産など町内の農業
振興の発展に寄与することを期待する。
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工
事
期
間
中
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は
。

　
　
　
　
　
　
窓
口
は
住
民

の
支
障
を
避
け
る
た
め
、
間

仕
切
り
で
仮
の
事
務
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
。
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
停
滞
を
最
小
限
に
抑

え
る
。

　
　
　
　
　
　
旧
新
坂
小
学

校
の
敷
地
内
の
枯
損
木
の
伐

採
が
計
上
し
て
あ
る
が
、
校

舎
の
解
体
な
ど
今
後
の
計
画

は
。

　
　
　
　
　
　
要
望
は
出
て

い
る
が
、
財
源
確
保
な
ど
来

年
度
以
降
検
討
し
て
い
く
。

総
務
課

神
石
支
所
管
理
経
費

林　
議
員

総
務
課
長

旧
新
坂
小
学
校
の
校
舎

横
山
議
員

総
務
課
長

神石支所改修費と第２弾GOGO券開始

主な補正事業

3億1435万円
補正予算

130億8361万円
補正後予算

（四捨五入）

・電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援事業
　（低所得世帯支援・追加給付分）

・庁舎管理経費
　（神石支所改修工事費）

・地方創生応援税制寄附金事業
　（NPO 活動支援事業）

・燃料高騰対策支援事業
　2,000円給油につき500円券を贈呈

【補正額】9565万円
【補正額】1億2760万円

【補正額】8000万円
【補正額】4067万円

一般会計

リニューアル予定の神石支所平成4年に廃校となった新坂小学校

補正予算質疑
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油
木
高
校
へ

の
魅
力
化
の
支
援
と
し
て
、

新
た
に
行
う
循
環
型
農
業
へ

の
支
援
と
は
。

政
策
企
画
課

油
木
高
等
学
校
循
環
型

農
業
支
援

林　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
産

業
ビ
ジ
ネ
ス
科
が
ナ
マ
ズ
を

通
し
た
魅
力
作
り
を
行
っ
て

お
り
、
ナ
マ
ズ
の
養
殖
水
を

活
用
し
た
水
耕
栽
培
に
係
る

循
環
型
農
業
の
研
究
に
対
し
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

り
支
援
を
す
る
。

政
策
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
豊
松
地
区
の
、

か
が
や
き
ネ
ッ
ト
の
設
備
更

新
で
、
Ｏ
Ｎ
Ｕ（
個
別
家
庭

用
光
変
換
機
）が
債
務
負
担

行
為
に
移
行
す
る
と
の
提
案

だ
が
、納
期
の
見
込
み
は
。

　
　
　
　
　
　
　
受
注
生
産

で
、
半
導
体
不
足
の
状
況
で

あ
る
が
、早
期
完
了
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
神
石
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
屋
根
改
修

費
を
当
初
予
算
で
計
上
し
て

あ
る
が
、
今
回
全
額
減
額
し

て
あ
る
。

　
な
ぜ
予
算
執
行
し
な
い
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
状
の
屋

根
を
新
し
く
部
材
で
覆
う
カ

バ
ー
工
法
で
は
下
部
の
耐
久

未
来
創
造
課

情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業

柏
床
議
員

未
来
創
造
課
長

神
石
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
改
修
延
期
は

久
保
田
議
員

未
来
創
造
課
長

性
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

県
と
の
協
議
や
設
計
の
見
直

し
に
時
間
を
要
し
、冬
期
に
工

事
発
注
で
き
な
い
た
め
、
令

和
６
年
度
早
期
に
発
注
す
る
。

（
低
所
得
者
世
帯
支
援
・
追

加
給
付
分
）

　
　
　
　
　
　
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
７
万
円
給
付
は
、

「
フ
ァ
ス
ト
パ
ス
」で
の
早

期
給
付
は
可
能
か
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
１

月
15
日
に
広
報
掲
載
と
同
時

に
発
送
し
て
１
月
末
か
ら
の

振
り
込
み
と
な
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
現
実

的
に
は
困
難
だ
。

　
　
　
　
　
　
給
付
対
象
世

帯
の
把
握
は
。

　
　
　
　
　
　
対
象
世
帯
は
、

令
和
５
年
６
月
１
日
付
で
把

福
祉
課

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
事
業

寄
定
議
員

福
祉
課
長

柏
床
議
員

福
祉
課
長

握
し
て
い
る
。
国
の
方
針
で
、

非
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
も
課

税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
世

帯
は
対
象
外
と
な
る
。

　
調
査
基
準
日
は
令
和
５
年

12
月
１
日
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
給
付
を
受
け

る
の
に
申
請
は
必
要
か
。

　
　
　
　
　
　
調
査
後
確
定

し
た
世
帯
は
、
１
月
15
日
か

ら
、
プ
ッ
シ
ュ
式
通
知（
申

請
不
要
）又
は
確
認
書（
申

請
必
要
）を
郵
送
す
る
。

柏
床
議
員

福
祉
課
長

水耕栽培エリア

養殖層

浄化槽

油木高校では循環型農業を
研究している

2000円給油で500円の地域通貨券（GOGO券）

補正予算質疑
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一 

般 

質 

問

問

答

誘致企業のための
特典は

誘致に応じた企業と
支援策を検討

小
お

川
がわ

　善
よし

久
ひさ

  議員

問

答

給食費無償化の
導入を

無償化は考えていない

林
はやし

　憲
け ん

志
じ

  議員

質
疑
の
一
部
を
要
約

し
て
お
伝
え
し
ま
す

石
高
原
ラ
ン
チ
な
ど
の
食
育

支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て

支
援
策
の
枠
組
み
で
取
り
組

み
を
継
続
す
る
。

�

保
険
適
用
外
の
訪
問
看

護
事
業
者
へ
の
町
の
支

援
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

	

町
長
　
保
険
外
の
訪
問

看
護
は
患
者
の
ニ
ー
ズ

が
不
明
で
あ
る
。
起
業
に
あ

た
っ
て
の
相
談
や
医
療
機
関

と
の
調
整
が
必
要
な
場
合
は
、

協
力
す
る
。

訪
問
看
護
事
業
へ
の

支
援
は

問答

を
決
定
し
て
き
た
。

　
今
後
も
、
企
業
ご
と
に
支

援
策
を
検
討
す
る
。

	

住
民
が
一
番
望
ん
で
い

る
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
を
誘
致
す
る
た
め
の

支
援
が
必
要
で
は
。

	
町
長
　
企
業
か
ら
は
、

半
径
３
㎞
以
内
に
約
５

０
０
０
人
位
の
居
住
者
が
い

な
い
と
採
算
が
合
わ
な
い
と

言
わ
れ
る
。
多
額
の
資
金
を

特
定
の
企
業
に
支
援
す
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

	

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

に
入
居
さ
れ
て
い
る
４

社
の
紹
介
を
。

	

未
来
創
造
課
長
　

①�

㈱
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
は
道
の
駅

の
仮
想
店
舗
の
作
製
な
ど
。

②�

㈱
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
．
は
Ｘ
Ｒ
ス

ク
ー
ル
を
主
催
し
、
映
像

技
術
を
指
導
。

③�(

同)

寺
子
屋
ホ
ロ
は
Ｄ
Ｘ

活
用
や
職
員
研
修
な
ど
。

④�

み
ら
い
㈱
は
中
山
間
地
域

問答問答

	

憲
法
26
条
に
は「
義
務

教
育
は
、
こ
れ
を
無
償

に
す
る
」と
あ
り
、
給
食
も

義
務
教
育
の
一
環
で
あ
る
と

私
は
認
識
し
て
い
る
。
よ
っ

て
給
食
費
を
無
償
化
す
べ
き

で
は
。

	

町
長
　
学
校
給
食
法
で

は
、
食
材
費
は「
学
校

給
食
を
受
け
る
児
童
又
は
生

徒
の
保
護
者
の
負
担
」と
さ

れ
て
お
り
、
本
町
と
し
て
は
、

無
償
化
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
。
本
町
の
未
来
へ
の

投
資
と
し
て
は
、
独
自
の
神

問答

	

新
規
に
企
業
を
誘
致
す

る
場
合
や
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
に
入
居
さ
れ
て
い

る
企
業
が
、
こ
れ
か
ら
も
本

町
へ
残
り
た
い
と
考
え
て
い

た
だ
く
た
め
の
特
典
が
必
要

で
は
。

	

町
長
　
事
前
協
議
に
よ

り
、
国
・
県
の
実
施
す

る
税
制
優
遇
措
置
や
補
助
金

の
活
用
を
含
め
、
町
の
補
助

金
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど

そ
の
都
度
、
支
援
す
る
内
容

問答

�

町
道
な
ど
美
化
事
業
の

補
助
金
ア
ッ
プ
を
行
い
、

し
っ
か
り
と
管
理
を
行
う
べ

き
で
は
。

	

町
長
　
昨
今
の
物
価
高

騰
や
、
合
併
当
初
か
ら

補
助
金
額
を
据
え
置
い
て
い

る
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
６

年
度
に
補
助
金
額
の
値
上
げ

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

情
報
格
差
解
消
の
た
め

不
感
地
域
の
解
消
が
必

要
で
は
。

	

町
長
　
本
町
は
ど
こ
の

キ
ャ
リ
ア
も
入
ら
な
い

不
感
地
域
は
な
い
が
、
電
波

が
弱
い
エ
リ
ア
が
あ
る
。
通

信
環
境
補
完
の
た
め
、
光

ケ
ー
ブ
ル
網
に
よ
る
か
が
や

き
ネ
ッ
ト
の
更
新
で
通
信
機

能
の
強
化
に
努
め
る
。

町
道
の
草
刈
補
助

金
の
見
直
し
は

問答携
帯
電
話
不
感

地
域
の
解
消
を

問答

の
対
策
と
地
方
創
生
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

�

企
業
が
何
を
や
っ
て
い

る
か
住
民
に
分
か
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
企
業
と
地
域
を

つ
な
ぐ
た
め
に
、
令
和
６
年

に
築
城
７
０
０
年
を
迎
え
る

固
屋
城
跡
に
仮
想
の
山
城
を

製
作
し
景
色
な
ど
を
施
設
に

入
所
し
て
い
る
方
々
に
鑑
賞

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
観
光

に
も
有
効
で
は
。

	

未
来
創
造
課
長
　
特
徴

的
な
各
社
の
業
務
が
活

か
さ
れ
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
。 問答

本庁舎をプロジェクションマッピング

町
内
の
食
材
を
使
っ
た

�

神
石
高
原
ラ
ン
チ
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問

答

ドローンの実証実験
の意義は

地域課題の解決と
新しい価値

横
よ こ

山
や ま

　素
も と

子
こ

  議員

問

答

町道などの草刈り単価
の見直しを

令和６年度に見直しを
行う

久
く

保
ぼ

田
た

　龍
りゅう

泉
せ ん

  議員

	

町
長
　
今
年
度
の
補
助

実
績
額
は
町
全
体
で
４

１
０
０
万
円
余
で
あ
る
。

　
自
治
振
興
連
絡
協
議
会
正

副
会
長
会
議
で
、
金
額
の
見

直
し
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
物
価
高
騰
や
合
併
時
か
ら

据
え
置
い
て
お
り
、
令
和
６

年
度
に
補
助
金
額
の
引
上
げ

を
行
い
た
い
。
金
額
に
つ
い

て
は
財
政
状
況
を
考
慮
し
、

検
討
中
で
あ
る
。

�

㈱
帝
釈
峡
ス
コ
ラ
で
は

毎
年
多
く
の
大
学
生
の

合
宿
を
誘
致
し
て
い
る
。

　
春
夏
合
宿
で
約
１
０
０
０

人
の
大
学
生
が
ス
コ
ラ
を
訪

れ
て
い
る
。

　
こ
の
学
生
を
対
象
に
、
町

内
施
設
の
案
内
や
町
長
と
の

対
話
集
会
を
行
う
こ
と
で
、

卒
業
後
に
就
職
や
将
来
交
流

人
口
を
増
や
す
な
ど
の
取
り

組
み
に
な
る
の
で
は
。

	

町
長
　
大
学
生
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
予
算
面
な

ど
の
課
題
も
あ
り
、
町
内
を

答大
学
生
と
の
対
話
を

問答

た
め
の
実
装
の
可
能
性
を
探

る
段
階
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
事
業
の
内
容
を

見
極
め
な
が
ら
進
め
る
。

�

認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
適
切
な
対
応

を
学
ぶ「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」の
推
進
は
。

	

町
長
　
こ
の
講
座
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
継
続

し
こ
れ
ま
で
に
１
１
４
回
開

催
し
、
延
べ
３
０
４
３
人
が

受
講
し
て
い
る
。

　
多
く
の
方
が
受
講
済
み
で

あ
り
、現
在
は
、各
種
団
体
、

認
知
症
に
優
し
い

地
域
づ
く
り

問答

�

町
道
草
刈
り
単
価
は
１

㎡
当
た
り
45
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
い
つ
か
ら
こ
の

単
価
で
発
注
さ
れ
て
い
る
か
。

	

町
長
　
町
道
な
ど
美
化

事
業
は
、
合
併
当
初
か

ら
現
在
の
補
助
金
額
１
㎡
当

た
り
45
円
で
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
。

�
神
石
地
区
自
治
振
興
会

会
長
か
ら
単
価
の
見
直

し
の
要
望
が
出
て
い
る
と
思

う
が
対
応
は
。

問答問

�

今
年
度
、
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
、
有
害
鳥
獣
対

策
と
物
流
の
実
証
実
験
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
実
験
の
結
果
が
将
来
ど
の

よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の

か
、今
後
の
計
画
は
。

	

町
長
　
自
治
体
が
行
う

実
証
実
験
の
意
義
は
、

地
域
課
題
の
解
決
と
地
域
に

新
し
い
価
値
を
も
た
ら
す
事

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
町
で
の
実
装
と
な
る

と
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
く

既
存
の
仕
組
み
を
補
完
す
る

問答

巡
る
ツ
ア
ー
と
組
み
合
わ
せ

が
可
能
か
㈱
帝
釈
峡
ス
コ
ラ

と
も
実
現
可
能
性
に
つ
い
て

協
議
し
た
い
。

�

農
業
公
社
の
農
作
業
受

委
託
は
豊
松
・
三
和
地

区
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
他

地
区
の
農
作
業
受
託
は
で
き

な
い
の
か
。

	

町
長
　
現
在
の
経
営
手

法
に
お
い
て
は
困
難
で

あ
る
。

�

農
業
用
機
械
の
購
入
補

助
を
小
規
模
農
家
や
、

中
古
機
械
も
対
象
に
で
き
な

い
か
。

	

町
長
　
現
在
の
制
度
で

は
対
応
で
き
な
い

�

そ
の
他
の
質
問

旧
油
木
百
彩
館

農
作
業
の
受
委
託
を

問答問答

事
業
所
、
学
校
な
ど
か
ら
の

要
請
に
応
じ
て
、
随
時
養
成

講
座
を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
は
、
受
講
し

た
方
を
対
象
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
、
Ｖ

Ｒ
技
術
を
活
用
し
て「
認
知

症
を
学
ぶ
」か
ら「
認
知
症

を
体
験
す
る
」研
修
を
行
い
、

更
に
理
解
を
深
め
る
具
体
的

な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

�

認
知
症
高
齢
者
等
徘
徊

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の
登
録
者
数
と
発
生
件

数
は
。

	

町
長
　
家
族
の
申
し
出

に
よ
っ
て
認
知
機
能
の

低
下
に
よ
り
行
方
不
明
に
な

る
恐
れ
の
あ
る
方
が
主
に
登

録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
29
年

10
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
令
和

５
年
度
に
は
新
た
に
２
名
の

登
録
が
あ
り
、
現
在
23
人
登

録
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
で
対
応
し
た
件

数
は
２
件
あ
っ
た
。

問答

ドローンでの配送

一般質問
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答 第６期鳥獣被害防止
計画で行う

小
お

川
が わ

　清
せ い

治
じ

  議員

問

答

子育て支援の拡充を

「子ども子育て応援宣言」
を行い充実を図る

木
き

野
の

山
や ま

　孝
た か

志
し

  議員

て
に
関
す
る
業
務
を
一
元
化

し「
子
育
て
応
援
課
」１
課

で
対
応
し
て
い
る
。
多
く
の

情
報
共
有
が
図
ら
れ
、
子
育

て
世
帯
と
の
繋
が
り
を
大
切

に
す
る
な
か
で
よ
り
密
度
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
繋

が
っ
て
い
る
。

　

本
年
度「
子
育
て
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を
立

ち
上
げ「
第
３
次
長
期
総
合

計
画
」「
第
３
期
総
合
戦
略
」

の
策
定
に
先
立
ち
、
子
育
て

支
援
の
拡
充
を
１
年
前
倒
し

で
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
の
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
保
育
料

や
子
ど
も
医
療
費
の
完
全
無

	

町
長
　
成
果
が
出
て
、

徐
々
に
目
標
に
近
づ
い

て
い
る
。

�

県
が
公
表
し
て
い
る
県

内
各
市
町
の
鳥
獣
被
害

計
画
評
価
報
告
書（
令
和
２

年
～
令
和
４
年
）に
よ
る
と
、

神
石
高
原
町
は
被
害
金
額
、

被
害
面
積
共
に
増
加
し
目
標

を
達
成
し
て
い
な
い
。
被
害

減
少
の
た
め
、
集
落
ぐ
る
み

で
の
環
境
改
善
、
侵
入
防
止
、

捕
獲
の
総
合
的
な
３
つ
の
対

策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
被
害

防
止
計
画
全
体
の
達
成
率
一

覧
表
で
は
わ
が
町
の
達
成
率

答問

�

本
町
は
、
国
に「
こ
ど

も
家
庭
庁
」が
出
来
る

前
か
ら「
子
育
て
応
援
課
」

を
設
置
し
子
育
て
支
援
の
重

要
性
を
唱
え
横
断
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
成
果

は
。

　

ま
た
、「
ま
ち
全
体
で
の

子
育
て
」を
掲
げ
出
生
率
２

･
３
を
維
持
し
て
い
る
岡
山

県
奈な

義ぎ

町
の
取
り
組
み
を
参

考
に
し
て
は
。

	

町
長
　
令
和
２
年
度
よ

り
旧
福
祉
課
、
旧
保
健

課
で
取
り
扱
っ
て
い
た
子
育

問答

�

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い

て
基
本
的
計
画
は
。

	

町
長
　
本
年
度
策
定
し

た
第
６
期
有
害
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
を
基
本
に
有
害

鳥
獣
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

�

第
５
期
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
計
画（
令
和
２
年

～
令
和
４
年
）に
よ
る
有
害

鳥
獣
捕
獲
活
動
の
個
体
数
調

整
、
被
害
防
除
、
研
修
会
で

の
生
息
環
境
管
理
の
成
果
と

被
害
防
止
計
画
の
目
標
達
成

状
況
は
。

問答問

料
化
、
頑
張
る
高
校
生
を
応

援
す
る
祝
い
金
制
度
の
創
設
、

検
定
受
験
料
の
支
援
拡
充
な

ど
の
事
業
実
施
を
検
討
し
て

い
る
。

　
奈
義
町
の
ユ
ニ
ー
ク
で
効

果
的
な
子
育
て
支
援
対
策
な

ど
も
参
考
に
し
、
子
育
て
支

援
、
人
口
減
少
対
策
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。

　
令
和
６
年
度
よ
り
、
新
た

に「
子
ど
も
子
育
て
応
援
宣

言
」を
行
い
、
子
育
て
施
策

の
充
実
を
図
る
。

�

近
年
は
イ
ノ
シ
シ
の
居

住
地
域
へ
の
出
没
も
多

発
し
、
法
面
被
害
面
積
も
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、
被
害
復

旧
対
策
は
。

	

町
長
　
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
法
面
被
害
の
復
旧
費

用
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
個

人
の
財
産
部
分
へ
の
補
助
に

は
限
界
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
現
行
制
度
の
活
用
を
お
願

い
し
た
い
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
の

法
面
復
旧

問答

は
被
害
額
、
被
害
面
積
そ
れ

ぞ
れ
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
る
。

　
当
初
目
標
計
画
数
値
に
対

し
て
現
状
数
値
が
大
き
く
下

回
り
県
内
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
で
、

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
の

答
弁
に
反
し
て
い
る
の
で
は
。

	

町
長
　
イ
ノ
シ
シ
被
害

で
広
島
県
は
全
国
ワ
ー

ス
ト
２
だ
が
、
県
が
公
表
し

て
い
る
わ
が
町
の
評
価
を
精

査
し
て
み
な
い
と
何
と
も
言

え
な
い
。

�

今
年
度
か
ら
の
第
６
期

計
画
で
は
、
令
和
４
年

度
実
績
被
害
額
５
９
６
万
円
、

被
害
面
積
６
・
26	

ha
に
対
し
、

被
害
軽
減
目
標
値
を
被
害
額

５
４
０
万
円
、被
害
面
積
５・

79	

ha
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

現
状
維
持
と
し
か
言
え
な
い

が
目
標
値
と
言
え
る
の
か
。

被
害
軽
減
が
出
来
る
の
か
。

	

町
長
　
計
画
変
更
が
必

要
で
あ
れ
ば
協
議
・
検

討
す
る
。

答問答

鳥獣被害対策の
計画は

問

箱わなで捕獲されたウリ坊

おひさま広場（地域子育て支援拠点）

一般質問
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答 現在　整備計画策定中

藤
ふ じ

田
た

　晃
こ う

己
き

  議員

問

答

学校給食費の無償化
の実施は

直接子どもの教育に
注力する

寄
よ り

定
さ だ

　秀
ひ で

幸
ゆ き

  議員

�

国
は
、
２
０
１
８
年
に

公
営
住
宅
の
入
居
に
保

証
人
を
求
め
な
い
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
町
営
住
宅

の
入
居
要
件
の「
連
帯
保
証

人
」を
不
要
と
す
べ
き
で
は
。

	

町
長
　
現
状
の
入
居
条

件
を
維
持
し
、
滞
納
者

増
加
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

努
め
な
が
ら
、
今
後
検
討
し

た
い
。

�

町
営
住
宅
入
居
者
が
他

の
町
営
住
宅
へ
の
転
居

を
希
望
し
て
も
転
居
で
き
な

い
の
が
現
状
だ
。
仕
事
の
都

合
な
ど
で
の
転
居
希
望
者
に

町
営
住
宅
の

入
居
要
件

問答問

予
定
し
て
い
る
。

�

町
内
に
18
カ
所
地
元
管

理
の
給
水
施
設
が
あ
る
。

50
数
年
経
過
し
た
施
設
も
あ

り
、
更
新
が
必
要
だ
が
、
指

導
・
支
援
す
べ
き
で
は
。

	

町
長
　
施
設
の
老
朽
化

や
高
齢
化
に
よ
る
管
理

者
の
負
担
増
や
利
用
者
の
減

少
も
あ
り
、
令
和
６
年
度
に

お
い
て
、
実
態
把
握
や
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
今
後
の
施

設
更
新
や
体
制
の
見
直
し
な

ど
、計
画
的
に
進
め
た
い
。

	

学
校
教
育
に
お
け
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト

問答学
校
教
育
の
状
況
は

問

�

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
軽
減
の
た
め
、
小
中
学

校
の
給
食
費
無
償
化
を
実
施

す
べ
き
で
は
。

	

町
長
　
給
食
費
の
無
償

化
の
実
施
よ
り
、
直
接

子
ど
も
の
教
育
そ
の
も
の
に

力
を
入
れ
た
い
。

　
町
独
自
の
神
石
高
原
ラ
ン

チ
な
ど
、
食
育
支
援
や
さ
ま

ざ
ま
な
子
育
て
支
援
策
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
取
り
組
む
。

問答

	

老
朽
化
し
た
、
し
尿
処

理
場
の
改
修
を
急
ぐ
べ

き
で
は
。

	

町
長
　
45
年
経
過
す
る

た
め
、
現
在「
神
石
高

原
町
し
尿
処
理
場
施
設
整
備

基
本
構
想
策
定
業
務
」を
策

定
中
で
あ
る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年

度
で
基
本
計
画
、
地
形
測
量
、

環
境
影
響
調
査
を
実
施
。

　
令
和
９
年
度
か
ら
10
年
度

実
施
設
計
を
行
い
、
令
和
11

年
度
か
ら
12
年
度
に
改
修
を

問答

対
し
、
柔
軟
に
対
応
す
べ
き

で
は
。

	

町
長
　
公
営
住
宅
間
で

の
転
居
は
、
公
営
住
宅

法
の
解
釈
上
認
め
ら
れ
て
い

な
い
が
、
町
営
住
宅
が
住
ま

い
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
役
目
を
担
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
、
転
居
条
件
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
活
用
す
れ
ば
、

行
政
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
各

種
の
申
請
や
受
付
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
防
災
・
減
災
、

危
険
個
所
の
早
期
発
見
な
ど
、

極
め
て
利
便
性
が
高
い
。
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

	

町
長
　「
町
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
活
用
に
」と
の

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
受

け
、「
か
が
や
き
ア
プ
リ
」導

入
に
至
っ
た
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
プ
リ
の

導
入
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
た
い
。

答Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

問答

フ
ォ
ン
普
及
に
よ
る
効
果
は
。

	

教
育
長
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
学
校
で
は
児

童
・
生
徒
に
使
用
さ
せ
て
い

な
い
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
お
よ
び
パ
ソ

コ
ン
の
使
用
は
、
教
材
・
教

具
や
学
習
ツ
ー
ル
の
一
つ
と

し
て
活
用
し
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に

向
け
た
授
業
改
善
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

�

中
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
の

地
域
移
行
の
考
え
は
。

	

教
育
長
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
・

文
化
庁
か
ら「
学
校
部

活
動
お
よ
び
新
た
な
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
等
に
関

す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

休
日
の
学
校
部
活
動
の
段
階

的
な
地
域
連
携
・
地
域
移
行

を
進
め
る
が
、
地
域
の
実
情

な
ど
に
応
じ
て
可
能
な
限
り

早
期
の
実
現
を
目
指
す
と
示

さ
れ
て
い
る
。
今
後
実
態
把

握
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

答問答

問 し尿処理場の改修を
急げ

築後45年経過し、老朽化が進む処理場

小畠町営住宅

一般質問
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答 負担増はおさえたい

柏
かしわ

床
と こ

　由
よ し

夫
お

  議員

料
金
の
値
上
げ
は
せ
ず
に
据

え
置
き
に
す
べ
き
で
は
。

	

町
長
　
在
宅
生
活
支
援

は
重
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
、
負
担
の

増
は
お
さ
え
る
よ
う
努
め
た

い
。

　
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
病

院
へ
の
通
院
に
つ
い
て
、
料

金
改
正
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
出
来
る
も
の
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

�

物
価
上
昇
に
と
も
な
う
、

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

料
金
改
定
の
考
え
は
。

	

町
長
　
施
設
サ
ー
ビ
ス
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

答問答

�

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
安
心
で
き
る
在
宅
生

活
と
し
て
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

や
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
事
業

な
ど
は
、
高
齢
者
が
日
常
在

宅
で
生
活
す
る
た
め
に
必
要

な
事
業
で
あ
る
。

　
町
の
高
齢
化
率
は
、
令
和

４
年
12
月
１
日
が
49･

34
％
、

令
和
５
年
12
月
１
日
が
49
・

80
％
、
６
か
月
後
は
50
％
を

超
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
が
、
自
宅
で
元
気

に
生
活
で
き
る
基
礎
的
支
援

を
確
保
し
て
、
新
年
度
も
、

問

介
護
保
険
を
適
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

の
負
担
割
合
に
応
じ
て
、
１

割
か
ら
３
割
の
負
担
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

　
町
の
単
独
事
業
の
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
無
料
と

し
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
る
。

　
高
齢
者
居
住
施
設
は
、
利

用
料
も
当
初
か
ら
安
価
に
設

定
し
、
光
熱
費
な
ど
は
実
費

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、

物
価
の
上
昇
に
よ
り
食
材
も

高
騰
し
て
い
る
が
、
現
在
は

値
上
げ
を
行
わ
な
い
よ
う
に

委
託
業
者
も
経
費
削
減
の
努

力
を
し
て
い
る
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等

物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業
に

よ
り
事
業
者
に
対
し
補
助
金

を
支
給
す
る
事
と
し
て
い
る
。

　
12
月
補
正
予
算
が
議
決
さ

れ
た
の
で
、
早
急
に
実
施
し

て
い
き
た
い
。

�

そ
の
他
の
質
問

旧
百
彩
館
の
活
用

地
理
的
・
文
化
的
財
産
補
助

高齢者福祉サービス
の料金改定は

問

議会クイズにたくさんのご応募ありがとうございました。
皆さまからいただいた声を受けとめ、前向きに取り組んでいきます。

クイズの答え

議
会
か
ら
提
言
し
て
い
た「
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」の
設
立
総

会
が
、令
和
５
年
11
月
２
日
行
わ
れ
た
。

こ
の
組
合
は
、労
働
力
不
足
に
苦
慮

し
て
い
る
事
業
所
の
担
い
手
確
保
と

移
住
定
住
を
目
的
と
し
て
い
る
。

特
に
、農
作
物
の
生
産
か
ら
収
穫
ま

で
の
夏
期
か
ら
秋
期
に
か
け
、労
働
力

不
足
が
顕
著
で
あ
り
、ま
た
、冬
場
の

閑
散
期
を
考
え
る
と
通
年
の
正
規
雇

用
は
困
難
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、農
業
、畜
産
業
、製
造
業
、

小
売
業
、観
光
業
な
ど
８
事
業
者
が
集

ま
り
、繁
忙
期
の
労
働
力
不
足
の
課
題

に
向
け
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

ふれあいタクシーでの通院

① 一般会計・特別会計を黒字で 決算 認定
② �くるみ 保育所の指定管理
③ ふれあい タクシー料金の見直しを

第58回　議会クイズ当選者

おめでとうございます！

三和地区 　村田　順子 さん

担
い
手
確
保
と

移
住
者
雇
用
の
場
を

神
石
高
原
事
業
協
同
組
合
設
立

一般質問
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工事請負契約の変更
工 事 名：町立こばたけ保育所等建設工事
請負金額： ５億9694万円から 

６億239万円へ変更
請 負 者：株式会社 鈴木工務店
変更理由：遊具の規格変更ほか

賛成
多数

財産の取得
物 品 名：個人用透析装置
取得価格：1284万円
相 手 方：株式会社 ミーム

全会
一致

人事案件
教育委員会委員の任命の同意
委 員 名：藤原　和則さん（再任）

全会
一致指定管理者の指定

施　設　名： 神石高原町 
シルトピアカレッジ図書館

指定管理者：株式会社 図書館流通センター
管理委託料：2800万円/年
管 理 期 間：令和６年４月１日から令和11年３月31日

全会
一致

条例の制定
神石高原町過疎地域持続的発展事業基金条例の制定
理由： 過疎地域持続的発展特別事業に要す

る経費の財源を確保するため基金を
創設する条例

 
神石高原町病後児保育施設設置条例の制定
理由： 令和６年４月より、病後児保育室を

開設し、新たに病後児保育を実施す
るための条例

 
きのこの森設置及び管理条例を廃止する条例
理由： 民間事業者との連携により新たな活用を

進めていくため、管理条例を廃止する

全会
一致

全会
一致

全会
一致

主な条例の一部改正
決こんなことこんなことがが決まった決まったよよ

条例制定・改正

ま
ち
の
声

議
会
ク
イ
ズ
の
解
答
と
共
に
寄
せ
ら
れ
た
要
望
・
意
見
・

感
想
な
ど
主
な
も
の

●�

議
会
内
容
を
い
つ
も『
み
ん

な
の
町
議
会
』を
読
ん
で
把

握
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
町
づ
く
り
を
議

員
さ
ん
に
も
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
！�

（
男
性
）

●�

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
料
金
が

６
０
０
円
か
ら
３
０
０
円

ア
ッ
プ
の
９
０
０
円
に
な
り
、

利
用
時
に
運
転
手
さ
ん
に

「
グ
チ
」を
言
っ
て
い
ま
し

た
が
、「
見
直
し
」の
方
向
に

あ
る
よ
う
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

再
々
の
利
用
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。

�

（
女
性
）

●�

ジ
ビ
エ
が
町
の
産
業
に
な
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
女
性
）

●�

今
回
の
議
会
ク
イ
ズ
は
①
～

③
の
答
え
が
順
番
に
広
報
誌

に
載
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

む
ず
か
し
か
っ
た
。（
女
性
）

●�

い
つ
も
町
民
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
働
い
て
く
だ
さ
る

町
議
会
の
関
係
の
皆
様
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
今
回
議
会

で
ナ
ラ
枯
れ
対
策
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う

何
年
も
ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
ど
う

か
早
く
対
策
を
お
願
い
致
し

ま
す
！�

（
女
性
）

●�

い
つ
も
楽
し
み
に
拝
見
し
て

お
り
ま
す
。
音
声
の
関
係
で

し
ょ
う
か
。
声
が
小
さ
か
っ

た
り
、
聞
き
取
り
に
く
い
時

が
あ
り
ま
す
。�

（
男
性
）

●�

寒
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

先
日「
み
ん
な
の
町
議
会
」

は
ク
イ
ズ
が
あ
る
の
で
人
気

と
話
さ
れ
て
い
る
の
を
聞
き

ま
し
た
。
同
時
に
町
と
議
会

に
関
心
を
持
つ
と
、
も
っ
と

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
！�

�

（
女
性
）

条例改正など

まちの声
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４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
８
４
７

－

８
５

－

４
２
０
１

■
発
行
責
任
者　
議
長　
橋
本
輝
久

■
住
所
／
広
島
県
神
石
郡
神
石
高
原
町
小
畠
一
七
〇
一

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています

空欄に適切な言葉をいれてください

能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
被
災
さ

れ
た
全
て
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。一
日
も
早
い
復
旧・復
興

を
お
祈
り
し
ま
す
。

分
断
と
対
立
の
厳
し
い
国
際
情
勢
、政
治

と
カ
ネ
の
問
題
で
揺
れ
る
国
政
、暮
ら
し
を

圧
迫
す
る
物
価
高
騰
、激
動
と
混
迷
の
時
代

に
政
治
の
停
滞
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

基
礎
自
治
体
の
首
長
と
議
会
は
両
輪
の
ご

と
し
、切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
住

民
に
寄
り
添
い
、福
祉
向
上
と
暮
ら
し
の
安

心・安
全
の
た
め
前
進
あ
る
の
み
。

本
年
も
皆
さ
ま
か
ら
愛
読
さ
れ
る「
み
ん

な
の
町
議
会
」を
め
ざ
し
ま
す
。�

（
寄
）

表紙の紹介

神石地区で営業される「まりーずキッチン」
コーヒー、マフィン、ホットサンドやお好
み焼き風もあります。ぜひお越しください。
営業は金･土曜日午前11時30分～午後４時
� （宮崎 麻里さん）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
小
川
　
善
久

副
委
員
長
　
　
柏
床
　
由
夫

委
　
　
員
　
　
橋
本
　
輝
久

委
　
　
員
　
　
寄
定
　
秀
幸

委
　
　
員
　
　
久
保
田
龍
泉

三和協働支援センター

❶ 第２弾 ○○○○券開始
❷ ドローンの○○○○の意義は
❸ 神石高原○○○○組合設立

議会クイズ
G I K A I � Q U I Z

第59回

議会広報をよく読んでね!ヒント

●応募方法	
　�ハガキに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」議会への要望・ご
意見なども記入してください。（メールFAX可）
　�正解者多数の場合は厳正な抽選により、1人の方に5000円分の
こうげん通貨券をお送りいたします。
　�応募は、1人・1通に限らせていただきます。
●あて先
　〒720 1ー522 神石高原町小畠1701番地
　神石高原町議会事務局「議会クイズ係宛」
●FAX　0847ｰ85ｰ4201
●メールアドレス　jk-gikai@town.jinsekikogen.hiroshima.jp
●締め切り� ・はがき 令和６年２月10日（土）消印有効
� ・メール 令和６年２月10日（土）17時締切
●個人情報の取り扱いについて
　�ご記入いただきました個人情報は、賞品発送および『まちの声』
などの目的以外には利用いたしません。

さんわふるさとフェア（来場者数�約1000人）

挑
戦

　

新
た
な
取
り
組
み

　
集
落
内
で
拡
が
り
続
け
る
耕
作
放

棄
地
や
荒
廃
農
地
は
猪
な
ど
の
棲
み

家
と
な
り
、近
隣
の
農
作
物
へ
の
被

害
も
深
刻
さ
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
三
和
地
区
で
は
、放
置
さ
れ
た
荒

廃
地
を
集
落
全
体
で
整
備
さ
れ
る
場

合
、㎡
当
た
り
45
円
の
助
成
金
交
付

事
業
と
し
、自
治
振
興
会
毎
の
上
限

額
を
設
け
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
に
、

好
評
を
い
た
だ
き
事
業
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
鳥
獣
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員（
原
さ
ん・森
野
さ

ん
）２
名
の
配
置
を
活
か
し
、三
和

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
勤
日
を

「
鳥
獣
対
策
に
関
す
る
相
談
日
」と 画：森野杏奈

決
め
て
被
害
対
策
な
ど
、相
談
い
た

だ
け
る
窓
口
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

学
校
の
休
み
期
間
中
の
子
ど
も
達
と
、

お
弁
当
づ
く
り
体
験
教
室
を
計
画
し

ま
し
た
。保
護
者
の
方
を
含
め
て
の

意
向
調
査
を
兼
ね
、こ
の
冬
休
み
中

に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ「
や
ま
び
こ
」

を
利
用
す
る
子
ど
も
達
を
対
象
に

「
お
弁
当
の
日
」と
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
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